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ナス苗の生育及び木部溢泌液中の無機成分，ホルモンレベルに
　　　　　及ぼす育苗時の植物ホルモン類処理の影響
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Abstract : This paper reports the effect of hormone application on the growth, mineral ele-
ments and endogenous hormones level in xylem sap in eggplant seedlings.
1 ) Application of 10 ppm BA to root zone promoted the leaf growth. Foliage application of
　　　20 ppm GAs remarkably promoted the elongation of stem followed by ａ larger S/R
　　　value.Foliage application of l ppm IAA promoted ･seedling growth, especially the root
　　　growth,resulting in a smaller S / R value.
2) BA treatment induced a higher concentration and flux of mineral elements except P and
　　　Fein xylem sap. Foliage application of GA3 inhibited exudation rate and reduced flux
　　　ofminerals eχceptＫ，Cu in xylem Sap｡IAA treatment increased the rate of xylem ex-
　　　udation with a high concentration of mineral elements.
3) Cytokinin was increased by IAA treatment. GAs treatment resulted in a decrease in
　　　cytokinin level in xylem sap. The cytokinin level in xylem sap was closely correlated
　　　withroot weight.
4) GA3 treatment reduced the gibberellin―like substance level in xylem sap. The highest
　　　gibberellinlevel was found in IAA-treated seedlings･
5 ) Abscisic acid increased by IAA treatment and reduced by BA or GA3 treatment.
6）No indoleacetic acid was detected in the IAA-treated seedlings. Lower indoleacetic
　　　acidlevel was recorded in the GA3-treated seedlings･
7 ) From above―mentioned results it may be concluded that foliage application 0f IAA
　　　should produce smaller S / R seedlings with higher exudation rate of xylem sap which
　　　contained higher‘levelof hormones and mineral elements.
緒 言
　著者らは今まで，育苗時の環境が苗質にどのように影響し，それが収量にどう関係しているかを
検討した結果，生産性の高い良苗の特徴として，節間が短いこと，葉面積が多いこと，及び茎重/
根M (S/R)値が小さいことが認められた1°3）。そこで，植物ホルモン類を用いて，苗の生育を調
節し，良苗を確保することができないかと考えて，検討した。
　ペンジルアデニン（BA）は葉面積を増加させ，あるいは光合成を増加させるごと4‘5），インド
ール酢酸（ＩＡＡ）は発根伸長を促進すること6），また，ジベレリン（ＧＡ）は茎の伸長を促進する
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こと7-9)が報告されていることから／これら異なった性質膏持つホルそンを供試し‥ナス苗の素質
にどのような影響を及ぼし，さらに木部溢泌液中の無機成分とホルモンレベルがどうなっているか
を調査した。
実験方法
　‘はやぶさ’ナスを供試し, 1986年２月28日に砂床に播種し，子葉展開後，川砂をつめた5000分の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　－　　　　　　　　　　’Ｉ　　　　Ｓ　　　　　‘　１，１７づレのワグナーポットに鉢上げした。活着まで水だけを与兄活着後毎日午前と午後21言丿株・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　｜’：●。　　　　１●，●当たり150?ないし250?の培養液をかけ流した。また，その中間の昼ごろに１回少量潅水し，萎凋
を防止した。培養液の成分はTable 1 に示すとおりである。処理区としてジベレリン(GA3)20 ppm,ヘ
ベンジルアデニン（BA）10 ppm. インドづレ酢酸(IAA ) 1 pjDmのホ）レモン処理区と対照区（水ド　ト
の４区を設け，１区16株とした。ジベレリンとイン,ドール酢酸は葉面散布により･･しまたベンジルア。
デニンは根部潅注の方法で，４月16日から,｡各処理区とも株当り10?を週１回｡合計4,回処理した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡　　　　　　　　　　　　･:　　｡･●　　●　s　　　　　，‘･“　　　　｀Table l. Composition of nutrient solution 　 J 　　　　 ’｡ 　　　　･，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mineralrnutrient　　　　　　　　●’　　　　　　　　　　　　　　　　　　Chemical salts used　　　　｡パノ　‘　う　　　　　　　　　　　　　　‥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　concentrationぺ（m9り）へ　｀
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　５月ｎ日に株元から5cmのところで茎を切断し，ゴム管をはめて，朝８時から木部溢泌液を24時
間採集した。採集した溢泌液はすぐろ過し, -20℃で冷凍保存し，分析に供試した。また，株の生
育を調査するため，根重，茎重，葉重と葉面積を測定した。
　溢泌液の無機成分の分析：　硝酸態窒素はフェノール硫酸法で，アンモニア態窒素はインドルフ
ェノール法で，リンはメタバナトモリブテン酸法で，その他の無機成分は原子吸収分光光度計で測
定した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛
　ホルモンの分析：溢泌液をブタノールあるいは酢酸エチルで抽出し，サイトカイニン分画，アブ
シジン酸（ＡＢＡ），インドール酢酸（ＩＡＡ）とジベレリン様物質（ＧＡs）分画をえてから，既報
1o）で述べた方法と同じように，サイトカイニン，インドール酢酸とアブシジン酸は高速液体クロ
マトグラフィー（HPLC）によって，ジベレリン様物質はレタス胚軸生物検定法によって定量した。
ナス苗の生育及び木部溢泌液中の無機成分，ホルモンレベルに及ぼす…（楼・加藤）21
結 果
　１．苗の生育状態　Table 2 に見られるようにベンジルアデニン処理区では，根重，葉重，茎重と
も対照区よりやや大きくなっていたが，大きな差は見られなかった。乾物分配率から見ると，対照
区よりわずかながら葉への乾物分配が増加し，茎への分配が減少した。 Ｓ／Ｒ値が対照区よりやや
大きかったが，有意差が認められなかった。
　　Table 2. Effectof hormones treatments on the growth and partitioningpercentage of dry
matter of seedlings^
Treat
Leaf area
　　(ｃ?)
Leaf weight （ 4）
DW
Stem weight （9）
DW
BA lOppm
GA3 20ppm
IAA l ppm
　Control
1074.8b''
1034.1 a
1092.8 c
1069.9 b
　FW
-
41.563 be
36.500 a
43.375 c
40.367 b ・
3.969bc
3.500 a
4.102 c
3.833 b
2.938a
3.781 b
2.906 a
2; 854 ａ
(33.8) b
(43.4) c
(32.5) a
(33.9) b
　　　　　　FW
(45.7) b　32.250 a
(40.6) a　・38.375 b
(45.8) b　31.688 a
(45.5) b　31.067 a
¬
　　　Root weight( g )
　FW
-
27.933 b
17.187 a
30.625 c
27.000b
I Values in parenthesis indicatethe partitioningpercentage of dry matter
" Mean separtion within columns by Duncan's multiplerange test,5-%.
　ジベレリン処理区では,茎の伸長が著しく促進され，
茎重が多く，jれμ寸照区の２倍となったが，葉重と葉,ヽ
面積は対照区より少なかった。ジベレリン散布によっ
て根への乾物分配が著しく低下し，茎への乾物分配が･
高く, S/R値が著しく大きくなった。
　インドール酢酸処理によって,･根重，葉重，茎重が
･といこ増加した。特に葉重と根重の増加が著しく大き
く，Ｓ／Ｒ値が対照区より小さくなった。
　2.木部溢泌液の溢泌速度　ベンジルアデニン処理
とインドール酢酸処理によって木部溢泌液の溢泌速度
が増加したが，ジベレリン処理によって著しく減少し
た(Fig. 1)。溢泌速度ほほぽ根重ダ)多少と関係し，
インドフル酢酸処理区では根量が多く，溢泌速度も速
く，根量の少ないジベレリン処理区では溢泌速度も遅
かった。　　　　　　　　　　　　　　　・　･１
　３．木部溢泌液中の無機成分の濃度と含量　ペンジ
ルアデニン処理によって，溢泌液中の硝酸態窒素，ア
ンモニア態窒素，全窒素，カリ，カルシウム，マグネ
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Fig. 1. Effect　of　hormones
　　　　　treatments　　on　　the
　　　　　xylem exudation rate
　　　　　(?/p/h).
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シウム，マンガン｡銅の濃度が増加したが，リン，鉄，亜鉛の濃度は逆に低下した。ジベレリン処
理によ｡うて，溢泌液中の大部分の無機成分の濃度が増加し，特にカリ濃度の増加が著しかった。し
かし，アンモニア態窒素，鉄，亜鉛の濃度は低下する傾向が見られた。インドール酢酸散布によっ
て，溢泌液中のほとんど無機成分の濃度が増加した(Table 3 ）。
Table 3. Effect of hormones treatments on the minera】elements concentration in xyle sap
　　　（ppm）
Treatments
-
BA lOppm
GA3 20ppni
IAA l ppm
Control
N03-N NH.-N T一N
213.9　17.0　678.5
212.5　13.9　666.6
218.9　16.9　703.0
190.0　15.2　655.5
　P-
61.5
72.4
75.1
69.1
　Ｋ
-
266.5
400.6
273.9
256.2
　Ca
-
85.7
86.7
77.7
74.6
34.7
33.5
34.6
28.5
　Fe
-
0.194
0.141
0.238
0.250
1
1
1
1
Mn
-
.357
.320
.140
.207
0.〔〕73
0.077
0.087
0.062
0
0
0
0
616
613
557
　ベンジルアデニン処理により時間当たり株当たりの木部溢泌液中の硝酸態窒素，アンモニア態窒
素，全窒素，リン，カルシウム，マグネシウム，マンガン，銅の含量が対照区より高くなったが，
リンと鉄の含・は低くなった。ジベレリン散布によって，溢泌液中の硝酸態窒素，アンモニア態窒
素，仝窒素，リン，カルシウム，マグネシウム，鉄，マンガン，亜鉛の含量が減少したが，カリの
含蚤は増加した。インドール酢酸散布によって溢泌液中の硝酸態窒素，タンモニア態窒素，全窒素，
リン，カリ，カルシウム，マグネシウム，銅の含蚤が増加した(Table 4)。
　　Table 4. Effect of hormones treatments on the nｕχof mineral elements in xylem sap （m9/
　　　　　　p /10 h ）
Treatments　NOs-N NH4-N T-N　　P
×1 /1000
BA lOppm
GA3 20ppin
IAA l ppm
　Control
3.850
3.056
4.021
3.390
0.306　12.213　1.107
0.200 ・ 9.586 1.041
0.310 12.914　1.380
0.271　11.694 1.233
4
5
5
4
K
-
797
761
031
571
Ca　　Mg
-
1.543　0.625
1.247　0.482
1.427　0.636
1.331　0.508
　Fe　　Mn　　Cu　　Zn
3.492 24.426 1.314 11.808
2.028 18.982　1.107　8.815
4.371 20.941　1.598 10.232
4.460 21.533 1.106　11.346
　4.木部溢泌液中のホルモンの濃度と含量　いずれのホルモン処理区においても，木部溢泌液中
のサイトカイニンの濃度は対照区より高かった。特にインドール酢酸処理区ではサイトカイニッ濃
度の増加が著しく，ほ1お寸照区の２倍であった。その結果時間当たり株当りの溢泌液中のサイトカ
イニンの含量はベンジルアデニン及びインドール酢酸処理によって多くなり，特にインドール酢酸
処理区では対照区の２倍にもなった。ジベレリン処理区ではサイjトカイニンの含量が対照区より少
なかった(Table 5 ）。　　　　　　　　　　　　　　　　に
Table 5. Effect of hormones treatments on the cytokinin concentration and flux in xylem
　　　　　　sap
Treatments
-
BA lOppm
GA3 20ppm
IAA l ppm
Control
Xylem exudation
rａte（?/p/h）
-
　1.800
　1.438
　1.837
　1.784
Cytokinin Cone.
(fta t-Zeatin /?）
-
　、0.033　.
　0.030 ’.
　0.050
　0.026
　Cytokinin flux
（μ9 t-Zeatin / p / h ）
-
　0.059
　0.043
　0.092
　0.046
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　ベンジルアデニン処理区ではジベレリン様物質の濃度と含量はともに対照区よりやや多かった。
ジベレリン処理区では，溢泌液中のジベレリン様物質の濃度が対照区より高かったものの，時間当
り株当りの含量は，対照区より'少なかった。インドール酢酸処理区では，ジベレリン様物質の濃度
と含量がともに著しく増加した( Table 6 )。
Table 6. Effect of hormones treatments on the gibberellin一like substances concentration
and flux in xylem sap
Treatments
BA lOppm
GA3 20ppm
IAA l ppm
　Control
Xylem exudation
rａte（?/p/h）
　　　1.800
　　　1.438・
　　　1.837
　　　1.784
　　　　GA, cone.
(μ9 GAa eqｕiｖ./1000?)
　　　　　0,522
　　　　　0.615
　　　　　0.674
　　　　　0.508
　　　　　GA, ｎｕχ
（μ9 GAs equiv./ P･/1000 h）
0.940
0.884
1.238
01.906
　ベンジルアデニン及びジベレリン処理区ではアブシジン酸の濃度が対照区より低･く，インドール
酢酸処理区ではアブシジン酸の濃度が高く，対照区の約２倍となっていた。また，溢泌液中のアブ
シジン酸の含量はベンジルアデニンあるいはジベレリン処理によって低下し，インドール酢酸処理
によって著しく増加する傾向が見られた(Table 7 ）。｡
Table 7. Effect of hormones treatments on the abscisicacid concentration and flux in
xylem sap
Treatments
BA lOppm
GA3 20ppm
IAA l ppm
　Control
Xylem exudation
rａtｅ（?/p/h）
　　　　1.800
　　　　1.438
　　　　1.837
　　　　1.784
ABA cone
(μ9/ra≪)
-
　0.0182
　0.0162
　0.0559
　0.0209
　ABA flux
（μ9/p/h）
-
　0.0328
　0.0233
・0.1027
　0.0373
　ベンジルアデニン処理により溢泌液中のインドール酢酸の濃度は対照区より高められ，反対にジ
ベレリン処理によりインドール酢酸濃度は対照区より低下した。一方インドール酢酸散布により溢
泌液中のインドール酢酸含量が非常に低く，検出できなかった(Table 8 ）。
　　Table 8. Effect of hormone treatments on the indoleaceticacid concentration and fluxin
　　　　　　　χyiemsap
Treatments
BA lOppm
GA3 20ppm
IAA l ppm
　Control
Xylem exudation
rａte（?/p/h）
　　　1.800
　　　1.438
　　　1.837
　　　1.784
考
IAA cone.
(μ9/?)
0.0320
0.0123
　trace
0.0250
　IAA flux
（μ9/p/h）
-
　0.0576
　0.0177
　trace
　0.0446
察
１。ホルモン処理とナス苗の生育　Table 1 に見ちれるように，ジベレリン処理によって，根への
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乾物分配が減少し，茎への分配が増加し，茎重が著しく,増加し, S/R値が大きくなった。またベ
ンジルアデニン処理はわずかながら葉への乾物分配率を増加させた。これはサイトカイニンが多い
と茎が伸びないで，葉の展開が早くなる，逆にジベレリンが多いと茎の伸長が促進されるという
Engelkeら5)の実験結果と一致していた。ベンジルア｡デニン処理がわずかながらナスの生育を促進
したのは植物の光合成を盛んにした結果である。インドール酢酸処理によって，苗の生育が旺盛に
なり，特に根の生育が促進された。これはインドール酢酸が根の形成を促進するという多くの報告
6-n)と一致している。 ALTMANら12)はインドール酢酸が可溶性糖分の薔積を促し，ぞの結果発根を
促進したものと報告している。インドール酢酸処理区ではＳ／Ｒ値が対照区より小さかった。この
結果より，葉の生長にサイトカイニンが，茎の生長にジベレリンが，根の発生にオーキシンが関与
しているように思われた。
　2.ホルモン処理と溢泌液中の無機成分との関係　Table 2 とFig. 1から，溢泌液の量は常に根重
と密接に関係しており，根重の多いインドール酢酸処理区では，溢泌液の量が多く，根量の少ない
ジベレリン処理区では溢泌液の量が少ないものと考えられる。また，この溢泌液量の多少がナスの
生長に大きな影響を与え，インドール酢酸散布で根が多くなり，｡,溢泌液が増加し，生長が旺盛にな
ったものと考えられる。　　　　　･ヽ　　　　　　　　　　‘=　　十
　Table 3 に見られるように,･ベンジルアデニン処瓊によってノリン，鉄と亜鉛を除いた無機成分
の濃度が増加した。これはベンジルアデニン処理によって根がやや増加したことによるものと思わ
れる。ペンジルアデニン処理によって木部溢泌液中のカリの濃度と含量がともに増加していたこと
　　　　　÷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　１から，カリを取り上げると，ILAN13)の結果と一致している。
　ジベレリン処理によって溢泌液中のカリの濃度と含量が増加しでいた(Table 3 ，4)，これは多
くの研究者の報告と一致していた14)。カリが茎の伸長を促進したりごジベレリンの効果を強化し
たりすることは多く報告されていること15-17)から，ジベレリン処理による茎の伸長はジベレリン
及びカリによるものと考えられる。 Table 4 に見られるようにジベレリン処理によってカリ以外の
無機成分の含量が低下した。これはGarcia LUIS ら18)の結果と一致していた。ジベレリン処理によ
る溢泌液中の無機成分の含量の低下は根の生長が抑制Iされ，根量の減少によるものと考えられる。
　インドール酢酸処理によって溢泌液中の無機成分含量が増加したのは，根量の増加に伴う吸収の
増加によるものと考えられ，従来の報告19-21)にあるカリの吸収岫加のみがオーキシンの作用では
ないように思われた。また，この無機成分の増加が生育促進のー要因になったと考えられる。
　３．ホルモン処理と溢泌液中のホルモンレベルとの関係　木部溢泌液中のサイトカイニンの含量
はほぽ根重と比例し，根の多い処理区ではサイトカイニンの含量が多く，根の少ない株ではそれが
少なかった(Table 5 )。根がサイトカイニンの生産場所であることはすでに認められており22‘24)
本実験の結果も‘それを裏付けているように思われる。　。‘
　ベンジルアデニン25)あるいはオーキシン26)処理によってジベレリンのレベルが増加することが
報告されている。本実験では溢泌液中のジベレリン様物質の含量についても同じような結果がえら
れた。ベンジルアデニンとインドール酢酸が直接ジペレリンの生産を促進したのか，あるいは植物
の生育を促進し，それに伴うジベレリン様物質の含量が増加したものと考えられる。また，溢泌液
中のジベしヘリン様物質の含量と生育との関係を見ると，生育が旺盛な処理区では溢泌液中のジ｡ベレ
リン様物質が多い傾向が見られた。
　Chinら27)がカイネチンあるいはジベレリンで処理すると切り取･つた葉の中のアブシジン酸の含
量が減少すると報告している。本実験では木部溢泌液中のアブシジン酸の含蚤についての結果では
あるが,やはりベンジルアデニン処理とジベレリン処理によってアブシジン酸が減少した。しかし，
インドール酢酸で処理すると，アブシジン酸のレベル,が増加した。｡この結果は多くの報告28-30)と
ナス苗の生育及び木部溢泌液中の無機成分，ホ）レぞンレベルに及ぼす…（楼・加藤）25
一致しているが，インド･ごル酢酸がアブシジシ酸の生産に関与しいアブシジン酸合成酵素を増加さ
ぜ，あるいはアブシジ｡ン酸分解酵素･を抑制したためではないかと考えられる。｡ノ　。……
丿'ジづﾚﾘjン処理によって溢泌液中のインドール酢酸の濃度と含量が低下したのは根量の減少によ
るものと考えられた。また，インドール酢酸処理区で溢泌液中のイシドール酢酸は検出できなかっ
'たが，Ａ即自31)が外生インドづレ酢酸が内生インドール酢酸の生合成を抑制するど報曾している
ので，外生インドール酢酸を与えると，内生インドール酢酸の合成が抑制されたのではないかと恵
われる。‘また，HEMBERG32)，ＪＯＲＤＡＮら33)はサイトカイニンを与えると，体内のインドール酢酸の
含量が増加することを報告しているが，本実験でもベンジルアデニン処理区は対照区に比べて溢泌
液中のインドール酢酸の含量が多かった。
　4。ナスの生育と溢泌液との関係　全体から見ると，インドーリレ酢酸処理区のよう,な根の多い株
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　Ｉ｀●　･●　　　ｌ　　　ｊでは溢泌液の溢泌速度が速く，溢泌液中の無機成分，サイトカイニン，ジベレ'リツの含量が多かっ
　ｋ　　　　　　　　　　　　１　●ぴ　　　　　　　　　　｡　　　　'“　　　　　　　　　　　｀'゛　　，゛●゛:　，｡た。生育は溢泌液中の無機成分，ホルモンの含伍と密接に関連しているように思われた,。ぺ
　以上の結果より｡ホルモン処理は木部溢泌液の無機成分とホルモンの含量に影響を及･ぽし1ている。
そして，木部溢泌液中の無機成分とホルモン含量はナスの生育特に根量と密接に関係じて｡いる。
　また，インドール酢酸処理区では根の生長が促進され，苗のS'/ R値が小さくなった。しＳ／Ｒ値の
小さい苗は，定植後発根がよく，収量がj多ぐなることはず｡でに報告した1九し紬もて,：インド
ール酢酸処理によって, S/R値を,小さ･くし，良苗を育成で,きるので仕ないかと考えられる。今後
インドール酢酸で処理した苗の収量性を検討し，実用的な処理方法を見出したいと思っている。ま
たジベレリン処理は苗を徒長させ, S/R値を大きくするので，育苗上その使用はあま,り好ましく
ないように思われた○　　●　　。｀　　　！　　｀　・　　　　１　"　ｉ１　　｀　　　　　　　　　　　　　　●
要 約
　ナス苗の生育と木部溢泌液中の無機成分とホルモンのレベルに及ぼすホルモンの影響･を調べるた
め，ベンジルアデニンlOppmは根部漉注方法で，ジベレリン20ppmとインドール酢酸ヽ1ヽppmは葉
面散布方法で４回処理した。
１。ベンジルアデニン処理は葉の生長を促進した。ジベレリン処理は茎めま長を促進し, S/R
●　　　　　　　　　　ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ　　　　●　値を大きくした。インドール酢酸処理区では根の生長が促進され, S/R値が小さくな゛つた。
２．ベンジルアデニン処理によって木部溢泌液中の硝酸態窒素，アンモニア態窒素,･全窒素，カ
　　　　　　１　　　　　　　　　　●　　　　　ｌ　　　　　　　　　　　ｆ'１　　　　　　　　　　　　Ｆリゾカルシウム，マグネシヴム,･マンガン，銅の含量か増加したが，リンど鉄の含量は減少し
　た。ジベレリン処理によって木部溢泌液の溢泌速度が減少し，時間当,たり株当な｡りの溢泌液中
　の硝酸態窒素，アンモニア態窒素，全窒素，リン，カルシウム;マグネシiウムj鉄，マンガン，
　亜鉛の含量が減少したが，カリの含量は逆に増加したよイヅドづレ酢酸処理区分は/‘'木部溢泌
。液の雌泌連吟が速卜声泌液中の硝酸事窒素･ノン尹平,ア声声素，全窒幸トリン･カリ･'ブド
　シウム，マグネシウムの含量が増加した。
３．･ベンジルアデニ･ン処理によって溢泌液中のサイ･トカ了ニンの濃度と含量がやや増加じた。リ
　ベレリン処理区では溢泌液中のサイトカイニンの合轟が減少しごインドづレ酢酸処理ぽIではサ
　j'ドカイニレの濃度と含量がともに増加七だ。　　　　　　'　＼｡・。｡
4 ･｡ 溢泌液中のジベ,レリン様物質の含量がべ,ンジルアデニン処理によってやや増加し，･ジベルリ
　ン処理によって減少した。インドール酢酸処理区ではジベルリン様物質の含量｢が著しく増加し
　た。　　　　　　　　　　　　，。　　　　　･。，'●　　　　　●ｊ　　　　　　　　　　　"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ａ５．ベンジルアデニン処理とジベレリン処理によって木部溢泌液中のアブシジン酸の含量,が減少
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　したが，インドール酢酸処理区ではアブシジン酸の含量が著しく増加した。
６．ベンジルアデニン処理区では溢泌液中のインドール酢酸の含量がもっとも多かった。ジベレ
　リン処理区では，溢泌液中のインドール酢酸の含母が少なかうた。インドやレ酢酸処翠区では
　溢泌液中のインドール酢酸の含量が検出できなかった。
７．以上の結果から，インドール酢酸処理によって, S/R値の低い良苗が生産できるように思
　われた。
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